5.委員会活動　基本間題検討委員 by unknown
難基本問題検討委員会活動内容 （委員長　工藤靖夫）
　前回の病院機能評価（平成11年11月9日実施）を受けてから、まる5年を経過して、本年の！1月29日から3日
間、更新のための訪問審査が始まります。この準備のために、基本問題検討委員会として現在の病院の問題点を
把握するために、関係各位に対するアンケートを基本に新評価体系に基づいて自己調査し、随時改善して参りま
した。
新評価体系の特徴
　今回の評価体系も、各領域とも大（72）中（78）小（577）項目の階層構造で構成されています。各領域の概
要としては、第1領域の病院組織運営と地域における役割では、病院管理者・幹部のリーダーシップ（1．3）や
情報管理機能の整備と活用（1．5）が加えられました。第2領域は今後の病院運営において特段の配慮が必要で
あろうとの事で独立領域になっています。患者の権利の尊重と患者医療者パートナーシップ（2．1）説明と同意
（2．2）など患者の権利・説明・同意に対する対応体制や実施状況を確認する項目があり、具体的手順・システム
分析と改善・医療事故対応の評価を求められています。第3領域は前回の第5領域とほぼ同じですが、医療相談
（3．2）などが加えられています。第4－6領域は前回の同名領域を引き継いで再構築されていますが、特に診療
と看護が一体となって一連の医療サービスが展開されているかどうかについて評価する（ケアプロセス評価4．20－
4．31、および5．10－5．20）が設定されています。
結果報告
　第1領域
　病院の理念や基本方針、また地域ニーズに対応し、かっ患者の権利を尊重する考え方を文書で確認するために、
　病院案内や院内掲示を行い、また職員の名札のうらにも記載して、職員に周知することとした。
　病院の中長期的計画書は年報の中で周知に努めている。
　地域の医療・保険・福祉施設などとの連携と協力については、地域連携室を創設して活動させている。
第2領域
職業倫理要綱は年報内に記載し、職員に周知しているσ
医療事故マニュアル・輸血マニュアル・感染防止マニュアル等の作成・活用
抗菌薬使用ガイドラインの作成。
学会ガイドラインの採用
安全管理委員会でのアクシデント・インシデント分析
患者への説明と同意のため、侵襲のある検査・行為にはすべて同意書をとることとした。
カルテ開示の指針・手続きの作成
クリティカルパスの作成
年3領域
エレベーターの点字、職員の写真入名札
プライバシーの点から患者のマイク呼び出しの中止
防災マニュアルの作成と非常時の電源を2系統として安全網の確立
大規模災害時のマニュアルの作成
第4領域
委員会組織の改変
職制・職務規定の明確化
倫理に関する勉強会の開催
人事考課は現在作成中
病名のICD－10によるコード化と電算処理を情報管理室を立ち上げて具体化
薬事委員会での医薬品の見直し
症例検討会の各病棟での開催
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第5領域
行動制限のマニュアル作成
外部機関との連携強化には地域連携室とソーシャルワーカーによる相談室を開設
第6領域
委託業務の確認
人事考課は現在作成中
　本年度より、病院の一部移転や療養病棟の開設など、病院自体が大きく変貌している中での病院機能評価更新
なので、関係各位には大きな負担を強いることと思われるが、病院の質の確保は待ったなしなので、ご理解をい
ただきたい。
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